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９
詔
コ
ロ
ト
コ
フ
法
に
よ
る
血
圧
測
定
の
普
及

昌
四
ロ
○
く
め
ど
は
【
日
○
房
○
く
の
聴
診
法
に
よ
る
血
圧
測
定
を
高

く
評
価
し
、
教
室
員
の
尻
昌
さ
戸
く
船
扁
２
房
・
三
四
二
２
①
さ
く
凹

序
く
且
⑦
く
ら
に
臨
床
的
な
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
与
え
た
。
と
り

わ
け
【
昌
一
Ｃ
く
は
も
っ
と
も
熱
心
に
粘
り
強
く
研
究
し
た
。

【
ｑ
さ
く
は
一
八
九
七
年
ド
ン
・
コ
サ
ッ
ク
の
家
族
に
う
ま
れ

陸
軍
軍
医
大
学
を
卒
業
後
ノ
ボ
チ
ェ
ル
カ
ッ
ス
ク
の
病
院
で
イ

ン
タ
ー
ン
を
終
え
て
一
九
○
三
年
ぺ
画
邑
○
房
ど
の
教
室
に
入
っ

た
。
日
露
戦
争
か
ら
帰
還
す
る
と
心
臓
病
を
主
に
研
究
し
た
。

九
年
間
に
わ
た
っ
て
触
診
法
、
聴
診
法
、
振
動
法
で
動
脈
圧
測

定
の
比
較
研
究
を
し
た
。
尻
目
２
百
く
音
の
現
象
を
調
べ
、
そ
の

発
生
機
構
を
研
究
し
一
九
○
六
年
「
【
日
ｇ
ざ
く
の
聴
診
に
よ
る

血
圧
決
定
に
つ
い
て
」
の
論
文
を
発
表
し
た
。
ま
た
一
九
三
五

年
に
は
「
【
○
８
房
○
く
音
の
歴
史
と
重
要
性
に
つ
い
て
」
を
出
版

し
た
。
屋
四
ｇ
く
め
ど
の
教
室
の
【
昌
一
○
く
》
巨
届
そ
の
他
の
研
究

藤
倉
一
郎

一
期
会
藤
倉
病
院

者
は
〆
○
『
○
房
○
く
の
発
見
し
た
音
が
四
相
か
ら
な
る
こ
と
を
示

し
た
。
第
一
相
初
期
音
、
第
二
相
雑
音
、
第
三
相
最
終

音
、
第
四
相
軟
音

第
四
相
は
【
昼
さ
く
に
よ
っ
て
詳
細
に
研
究
さ
れ
一
九
一
二
年

第
四
回
ロ
シ
ヤ
治
療
学
会
に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
。
【
昼
さ
く
は

国
目
○
房
ど
の
弟
子
た
ち
と
と
も
に
【
Ｃ
『
○
房
Ｃ
く
の
発
見
の
進
展

に
か
な
り
寄
与
し
た
。
こ
の
た
め
に
聴
診
法
に
よ
る
血
圧
の
測

定
を
【
２
２
百
く
‐
言
睡
己
○
房
ご
‐
承
ご
さ
く
法
と
呼
ん
だ
こ
と
も
あ

っ
た
。一

九
○
六
年
後
半
【
○
『
○
房
○
く
法
は
陸
軍
病
院
外
に
広
ま
り
、

ョ
－
口
シ
バ
に
ま
で
お
よ
ん
だ
。
特
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
く
・
国
．

ぺ
四
目
爵
ど
の
教
室
で
盛
ん
だ
っ
た
。

一
九
○
七
年
四
月
ウ
ィ
ス
バ
ー
デ
ン
で
第
二
四
回
国
際
内
科

学
会
が
開
か
れ
た
。
フ
ラ
ン
セ
ン
バ
ー
ド
の
國
弓
①
冒
図
は

「
収
縮
期
圧
と
拡
張
期
圧
の
進
歩
」
を
報
告
し
た
。
そ
し
て
聴
診

法
に
よ
る
血
圧
測
定
が
彼
自
身
の
発
見
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

「
ロ
シ
ヤ
の
医
師
が
わ
た
し
の
方
法
と
同
じ
聴
診
法
で
血
圧
を
測

定
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
詳
細
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
。

固
§
胃
ｎ
国
の
血
圧
計
を
用
い
て
聴
診
法
に
よ
り
血
圧
を
測
定
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し
た
と
い
う
論
文
は
見
当
た
ら
な
い
。
」

弓
の
言
閏
の
報
告
に
対
し
て
く
菌
四
己
○
房
ご
は
次
の
よ
う
に
発

言
し
た
。
「
弓
①
言
関
氏
の
報
告
し
た
聴
診
に
よ
る
血
圧
測
定
は

一
年
以
上
前
か
ら
、
わ
た
く
し
は
知
っ
て
い
ま
す
。
一
九
○
五

年
末
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
【
９
２
百
く
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
、

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
穴
昌
さ
く
が
こ
れ
を

さ
ら
に
追
加
研
究
し
ま
し
た
。
【
○
３
房
◎
く
の
聴
診
法
は
聴
診
器

を
用
い
て
い
ま
す
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
わ
た
し
の
教
室
で
も
、
こ

の
研
究
が
進
め
ら
れ
国
冒
鴨
『
に
よ
っ
て
八
か
月
前
か
ら
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
」

こ
う
し
て
ロ
シ
ヤ
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ー
は
確
立
さ
れ
た
。

一
九
○
八
年
【
日
日
宮
く
法
は
旨
昌
頤
三
四
尻
く
国
菌
の
研
究

報
告
「
血
圧
測
定
の
臨
床
的
方
法
の
問
題
に
つ
い
て
」
に
よ
り

海
外
に
普
及
し
た
。
【
日
９
百
く
の
発
見
は
新
し
い
研
究
の
動
機

に
も
っ
た
。
一
九
○
七
年
仏
の
シ
ョ
ウ
胃
具
国
８
匡
希
ａ
は
聴
診

法
を
用
い
て
、
高
血
圧
と
食
塩
の
過
剰
摂
取
の
関
係
を
見
出
し

一
九
一
○
年
米
国
の
⑦
旨
冒
鴨
は
「
承
。
『
・
弄
○
く
は
聴
診
法
に

よ
る
血
圧
測
定
を
開
発
し
た
。
彼
の
方
法
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
徹

た
C

底
的
に
研
究
さ
れ
現
在
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究

は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

【
日
日
百
ぐ
の
国
際
的
な
評
価
は
一
九
一
六
年
向
１
曽
閃
国
の

ン
日
国
房
目
勺
ご
望
○
さ
四
＆
こ
○
貝
息
一
に
方
法
に
つ
い
て
の
賛
意

が
書
か
れ
、
一
九
二
三
年
に
ン
目
①
１
邑
烏
己
に
よ
っ
て
一
般
向

け
の
「
生
物
学
的
研
究
の
参
考
書
」
の
中
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

か
ら
、
急
速
に
高
ま
っ
た
。

一
九
三
九
年
米
国
心
臓
学
会
と
英
国
心
臓
学
会
が
【
日
昌
百
ご

法
を
血
圧
測
定
の
標
準
法
に
決
定
し
た
。

一
九
四
一
年
序
言
厨
は
【
日
三
百
く
の
論
文
を
英
訳
し
て
出

版
し
た
。


